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千代田図書館 読書振興センター 

学校支援 冬のおたより 

 

小学生版 

２０１５．１２ 

 

１・２年生 

３・４年生 

５・６年生 

学
がく

年
ねん

ごとに おすすめの本
ほん

を しょうかいします。ゆきうさぎのマーク は 読
よ

みやすいおはなし。 

ゆきだるまのマーク   はすこし長
なが

めのおはなしです。ぜひ、チャレンジしてください。 

『ひとつのねがい』 

 

作
さ く

/はまだひろすけ  

絵
え

/しまだ・しほ  

理
り

論
ろん

社
しゃ

 

町
まち

はずれに立
た

つ、一
いっ

本
ぽん

の古
ふる

いがい灯
とう

のねがいは「星
ほし

のようにあか

るく」光
ひか

ることでした。でも、いままでそう思
おも

ってくれる人
ひと

はだ

れもいませんでした。かなしむがい灯
とう

に、ひとつのしずかなきも

ちが生
う

まれます。じぶんのつとめは、光
ひか

ってそこに立
た

っているこ

とだと。そう思
おも

ったとたん、がい灯
とう

はいつもよりあかるく光
ひか

り、

うれしいことばをきいたのでした。 

『しめかざり』 

 

文
ぶん

・絵
え

/森
もり

須磨子
す ま こ

 

福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

 

 

お正月
しょうがつ

になると、家
いえ

の門
もん

や玄関
げんかん

にかざられるしめかざり。でも、

なぜしめかざりをかざるのか知
し

っていますか？ しめかざりは作
つく

る人
ひと

やかざる場
ば

所
しょ

、地
ち

域
いき

によってもさまざまなかたちや意
い

味
み

が

あります。この本
ほん

はしめかざりを作
つく

る人
ひと

の話
はなし

や作
つく

り方
かた

をまじえ

ながらその意
い

味
み

の深
ふか

さを教
おし

えてくれます。しめかざりの意
い

味
み

を

知
し

ってから、新
あたら

しい年
とし

を迎
むか

えてみませんか？ 

『岸
き し

辺
べ

のヤービ』 

 

著
ちょ

/梨
なし

木
き

香
か

歩
ほ

 

画
が

/小
お

沢
ざわ

さかえ 

福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

 

 

物
もの

語
がたり

の主
しゅ

人
じん

公
こう

ヤービは、ふわふわの毛
け

に包
つつ

まれた、二
に

本
ほん

足
あし

で

歩
ある

くハリネズミのような生
い

きもの。湖
みずうみ

のほとりで蜂
はち

飼
か

いのパ

パ・ヤービと料
りょう

理
り

上
じょう

手
ず

のママ・ヤービと暮
く

らしています。毎
まい

日
にち

楽
たの

しく暮
く

らすヤービでしたが、ある日
ひ

心
しん

配
ぱい

事
ごと

が。いとこのセ

ジロがとある理
り

由
ゆう

でごはんを全
まった

く食
た

べなくなったのです。セ

ジロの悩
なや

みに心
こころ

を寄
よ

せて、ヤービの冒
ぼう

険
けん

が始
はじ

まります。 
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１・２年生 

 

３・４年生 

 

５・６年生 

 

はるか 昔
むかし

、今
いま

のドイツにあたる

場所
ばしょ

はジャングルでした。そこで、

１９８０年
ねん

代
だい

に霊長類
れいちょうるい

、サルの「イ

ーダ」の化
か

石
せき

が発
はっ

見
けん

されました。そ

のあまりの美
うつく

しさに、研
けん

究
きゅう

者
しゃ

は

驚
おどろ

きました。それだけではありま

せん。胃
い

の内
ない

容
よう

物
ぶつ

までもが残
のこ

る、完
かん

璧
ぺき

な化
か

石
せき

だったのです。イーダはど

のような生
せい

活
かつ

をし、化
か

石
せき

になったの

か、その謎
なぞ

を探
さぐ

ってみましょう。 

文
ぶん

/ヨルン・フールム、トルシュ

タイン・ヘレヴェ 

絵
え

/エステル・ヴァン・フルセン 

創元社
そうげんしゃ

 

『イーダ 美
うつく

しい化
か

石
せき

になった 

小
ちい

さなサルのものがたり』 

ピーターが、うす暗
ぐら

い骨
こっ

とう屋
や

でみ

つけた古
ふる

いちいさな木
き

の船
ふね

。それ

は、行
い

きたい所
ところ

へつれて行
い

ってく

れる“まほうの船
ふね

”でした。４人
にん

の

兄
きょう

弟
だい

たちは、この船
ふね

で病
びょう

院
いん

に入
にゅう

院
いん

しているお母
かあ

さんのところへ、そ

して時
じ

空
くう

を超
こ

えた古
こ

代
だい

エジプトや

ロビン・フッドの時
じ

代
だい

へと冒
ぼう

険
けん

の旅
たび

に出
で

かけます。 

作
さ く

/ヒルダ・ルイス  

訳
やく

/石
いし

井
い

桃
もも

子
こ

 

岩
いわ

波
なみ

書
し ょ

店
てん

 

 

『とぶ船
ふ ね

 上・下』 

クリスマスが近
ちか

づいて、ちゃいろの

つつみ紙
がみ

はやっといっけんの家
いえ

へ

買
か

われていきました。子
こ

どもたちは

「うわぁ、いい紙
かみ

！」と大
おお

よろこび。

ちゃいろのつつみ紙
がみ

は、リボンのつ

いた箱
はこ

をつつむと、ひもをかけられ

て赤
あか

いろうそくをたらした“ふうろ

う”でおしゃれして、おばあちゃん

の家
いえ

へ…。 さあ、ぼうけんのはじ

まりです！ 

作
さ く

/アリソン・アトリー 

訳
やく

/松
まつ

野
の

正
まさ

子
こ

 

絵
え

/殿
との

内
うち

真
ま

帆
ほ

 

福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

 

 

『ちゃいろいつつみ紙
が み

のはなし』 

 

氷
こおり

の巨
きょ

人
じん

コーリンは、北
きた

のみさき

の 氷
ひょう

山
ざん

で何
なん

千
ぜん

年
ねん

も生
い

きていまし

た。ある年
とし

、100年
ねん

ぶりに目
め

をさま

したコーリンは、久
ひさ

しぶりに人
にん

間
げん

の

生
せい

活
かつ

を見
み

るために歩
ある

き出
だ

します。そ

こで出会
で あ

ったチビッコが、もしなぞ

なぞ合戦
がっせん

をして勝
か

ったら、巨人
きょじん

のコ

ーリンを食
た

べると言
い

いだして…。 

さて、どんななぞなぞ合
がっ

戦
せん

がくり広
ひろ

げられるのでしょうか。 

原
げん

作
さ く

/サカリアス・トペリウス 

文
ぶん

と絵
え

/スズキコージ 

集
しゅう

英
えい

社
しゃ

 

『氷
こおり

の巨
き ょ

人
じ ん

 コーリン』 

 ある日
ひ

のこと、駅
えき

でへんてこな帽
ぼう

子
し

をかぶったクマに出
で

会
あ

ったブラウン

夫
ふ

妻
さい

は、そのクマを「パディントン」

と呼
よ

び、家
いえ

に連
つ

れ帰
かえ

りました。とて

も礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しいけれど、好奇心
こうきしん

たっぷ

りのパディントンのまわりでは、

奇想天外
きそうてんがい

なできごとがたえません。

パディントンが巻
ま

き起
お

こすお話
はなし

の

数
かず

々
かず

、そして続
ぞく

編
へん

もいっしょにお楽
たの

しみくださいね。 

作
さ く

/マイケル・ボンド 

画
が

/ペギー・フォートナム 

訳
やく

/松
まつ

岡
おか

享
きょう

子
こ

 

福
ふく

音
いん

館
かん

書
し ょ

店
てん

 

 

『くまのパディントン』 

 

さむくなると、こたつに入
はい

ってみか

んがたべたくなりますね。そんなみ

かんのひみつにせまってみましょ

う！ ひとつのみかんに「ふさ」はい

くつ？ 皮
かわ

をむかずに、中
なか

の「ふさ」

がいくつあるかわかるとっておきの

ワザがあること、知
し

ってる？ おいし

いみかんにかくれたひみつを知
し

る

と、みかんを食
た

べる楽
たの

しみがふえま

すよ。 

監
かん

修
しゅう

/鈴
すず

木
き

伸
しん

一
いち

 

写
しゃ

真
しん

撮
さつ

影
えい

/岩
いわ

間
ま

史
し

朗
ろう

 

ひさかたチャイルド 

『みかんのひみつ』 

 


